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平成 21年度　第 3回会員交流セミナー報告レポート

日時：平成 21 年 11 月 6 日（金）15：00 ～ 17：45
会場：トステム（株）　ショールーム東京地下 1 階　ゲストルーム
参加者数：47 名

　今回は、環境モデル都市として選定された 6 団体の一つ、
横浜市より地球温暖化防止対策事業本部 高橋氏をお招きして
ご講演いただいた。併せてトステム（株）の『環境共生への
取組み』についてご紹介いただいた。

■横浜市における『環境モデル都市』への取組み
　横浜市では「環境モデル都市」の提案を行う前から、Co-
Do30（コード 30）と呼ばれる「2025 年までに温室効果ガス排
出量を 30％削減する脱温暖化行動」に関する計画を策定してい
た（平成 20 年 1 月）。これを元に、さらに多方面にわたる事業
を加え、横浜市としての環境モデル都市の提案を行っている。

□環境モデル都市について
　横浜市では、環境モデル都市の推進にあたり、これまでに
G30 と呼ばれるゴミ焼却量 30％削減という目標を掲げ、これ
に対して 40％削減を達成しており、こうした成功体験を活か
して地域展開を行っていきたい、と述べられていた。
　横浜市でも、様々なデータから気温の上昇傾向が進んでお
り、これによる都市部での集中豪雨や水害等の被害なども起
きており、こうした気温上昇に歯止めをかけることが急務と
考えられている。

□横浜市の環境モデル都市の提案の概要
　横浜市の提案の特徴は、367 万の「市民力」により [CO2 大
幅削減 ] と「脱温暖化な暮らしが魅力となるまちづくり」を
同時に実現するモデルである。
　また、先に述べた Co-Do30 推進の中核的プロジェクトとし
て位置づけられていることも横浜市における特徴といえる。
　そして、この「魅力」とい
うところがポイントで、これ
は「無理やムダ、我慢しない
で実現可能なモデルを目指し
ている」ことを示している。
　「市民力」に関しては、Ｇ
30 での成功体験をうまく活か
しながら、先進的な脱温暖化
政策づくりに取り組むことと
されており、例えば、象徴的な存在として市民に見せるため
に風況調査で 2 番目に条件がよい場所に設置された風力発電
設備ハマウイングの場合、建設費 5 億のうち 3 億（350 人分）
を市民出資の市民債で賄ったが、これがたった 3 日で売れて
しまう、という市民意識の高さがその裏づけとなっている。
　今後、様々な取組みが推進されていくことになるが、全て
の局、区が何らかの形で携わり、脱温暖化を内部目的化して
いく横浜市と市民がともに連携していく環境モデル都市の今
後を見守っていきたいと思う。

■トステム（株）の環境共生への取り組み
　第 2 部では、今回の会場をご提供いただいたトステム（株）
環境室係長 峯弘氏からご講演いただいた。
　まず最初に、創業 60 周年を記念した「いのちの森づくり植
樹祭」（2007 年 10 月）が紹介された。これは、トステム下妻
工場の敷地内に植樹したもので、来年度以降は育樹祭が予定
されており、地域住民にも参加していただきコミュニケーショ
ンを図っていくことが紹介された。

□トステム（株）の環境共生に関する事業概要
　トステムでは、Total Housing の発想で住まいづくりの
提案を展開している。事業活動にともない、多くのエネル
ギー、資源、原材料、化学物質などが投入され、また多くの
CO2、廃棄物、化学物質などが排出される。循環型社会を形
成し、環境リスクを軽減させていくためには、資源の有効活
用、環境負荷物質の排出量低減が不可欠であり、トステムで
は INPUT ／ OUTPUT の両面から、事業活動がおよぼす環境負
荷の低減に取り組んでいる。
　トステムの環境理念は、『環境に配慮する住生活総合企業と
して、かけがえのない地球環境保護と、人類の住生活向上に寄
与するために、積極的かつ継
続的に行動します。』というも
のであり、『地球環境の保護』
としては、事業活動全体での
省エネやリサイクルの推進、

『住生活の向上』としては、住
宅の省エネや長寿命化、高機
能化などが挙げられていた。

□事業の省エネ・家庭の省エネ
　トステムでは家庭部門の CO2 排出量削減の取組みとして、
どれくらいの暖冷房費とランニングコスト及び CO2 が削減で
きるかについてシミュレーションを行い、提案している。
　ストック住宅に対する CO2 排出削減商材の普及活動も積極
的に展開しており、今ある窓にプラスするだけで防音・断熱
効果がある内窓「インプラス」もそのひとつである。今後は、
こうしたストック住宅における省エネ向上製品について力を
入れていきたい。それには、シミュレーションによる効果の
訴求だけでなく、体感による快適性の訴求も大事であると考
え、ショールームで実際にお客様に体感していただいている。

□樹脂内窓体験コーナー
　続いて 3 つのグループに分かれて体験コーナーへ。ここで
は、外気温を -10℃まで設定できるシステムをもっており、今
回は 0℃で体感した。インプラスがあると、室内気温は 25℃
であり、その効果は歴然である。そのときの外側の窓（＝従
来からある窓のガラス面は 13℃、枠（アルミ）は 10℃であった。
また内側に加えたインプラスのガラス面は 20℃、枠は 22℃で、
ほぼ室内温度と同じであった。また同時に防音効果について、
窓のすぐ外を電車が走ることを想定した騒音を出し、室内で
どう聞こえるかを体感したが、10dB の違いで室内では騒音が
ほとんど聞こえない、という状況を知ることができた。
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柏の葉キャンパスタウンにおける環境共生の取組み
市民のライフスタイルを環境共生型に

柏の葉国際キャンパスタウン構想
公民学連携による国際学術研究都市・次世代環境都市

理念「柏の葉国際キャンパスタウンを形成するために、公・民・
学が連携し、キャンパスとまちが融和した創造的環境の中で、
最先端の知・産業・文化が育まれる国際学術研究都市、優れた
自然環境と共生し、健康で高質の居住・就業環境が実現される
次世代環境都市を実現する。」
この構想は、日本における人口減少や少子高齢化、環境・健康・
防犯・経済活力等の様々な問題の顕在化に加え、ライフスタイ
ルの多様化による街の住人、利用者の需要の移り変わりに対応
した新たな都市像を確立すべく、柏の葉地域のまちづくりに関
わる公・民・学が連携・具体化する際の大きな指針として、平
成 20 年 3 月、柏の葉国際キャンパスタウン構想検討委員会（千
葉県 + 柏市 + 千葉大学＋東京大学）によって策定された。
構想の中では、さらに8つの目標と26の方針が定められており、
1 番目の目標として、「環境と共生する田園都市づくり」が掲げ
られている。（下記参照）

環境共生型ライフスタイルへの転換
目標１の方針には、「市民生活を環境共生型に改める」ことが
示されている。住民のライフスタイルを環境共生型へと変えて
いくために一番重要なのは、日々の生活の中での、自らによる
気づきである。地球温暖化のニュースやまちのクラブ・エコク
ラブの活動、省エネナビ等の様々な「装置」を通して、「自分
でもやってみようかな」という行動を起こす「きっかけ」を与

方針 1.『緑地ネットワーク』を保持し強化する　緑被率 40％を維持
地域で育まれてきた豊かな自然環境を継承した環境共生型の都市を実現するため、地域を取り囲む水系をつなぎと
め、生態環境の軸を保全、創出する。さらに地形や緑、農地などを重要な資源として保全し、それらをつなぐ緑のネッ
トワークを形成、強化する。

方針 2. 持続性の高い開発や建築の『柏モデル』を普及する　街区の緑被率 25％、ＣＯ２削減 35% を達成
環境問題がグローバル化しつつある中で、最先端の環境技術を取り入れた環境負荷の小さな開発や建築により、従
来型開発と比較して CO2 の 35% 削減した脱炭素社会モデルとなる、持続性の高い環境共生型都市形成を『柏モデル』
として普及し、環境空間を形成する。

方針 3. 市民生活を環境共生型に改める
環境都市の実現のために、市民のライフスタイルにおける意識付けから、身近な取り組みや地域の環境保全活動の
充実が求められる。市民や企業の環境行動を普及・促進し、活動を支援することにより、市民に永く愛され、誇れ
る田園都市を実現する。

柏の葉キャンパス駅

つくばエクスプレス線

至 柏たなか駅

至 流山おおたかの森駅

ららぽーと柏の葉

ＵＤＣＫ

東大キャンパスⅡ

千葉大学環境健康
フィールド科学センター

国立がんセンター

こんぶくろ池公園

柏サイエンスパーク

柏ＩＣ

パークシティ柏の葉
キャンパス一番街

パークシティ柏の葉
キャンパス二番街

える。その行動の成果に「満足」できれば、他の人にも勧めた
くなり、まちの中に行動を起こすきっかけがさら増えていく。
行動は簡単なこと、普段行っていることからで、むしろ良い。
暮らすことに長けた人が、まちの中での「先生」になって、「環
境共生型ライフスタイル」が広がっていくことが、実は理想の
形なように思う。人と物だけではなく、人と人が交流すること
で生まれる「環境共生のまちづくり」。柏の葉キャンパスタウ
ンで、現在進行中である。（編集部）

●目標 1. 環境と共生する田園都市づくり
～脱炭素社会モデルとなる緑地保全や持続型開発による『環境空間』と市民や企業の『環境行動』を誘発する～

柏の葉キャンパス駅前周辺の開発の様子（俯瞰写真は、柏市ＨＰより )。商
業施設、大学や病院、住宅地が近接し、周囲には公園や緑地、農地なども多
く残っている。

柏の葉国際キャンパスタウン構想 [ 概要版 ]（平成 20 年 3 月）より
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